
なぜ今、MCI予防が必要とされているのか？

① MCIの早期発見 ② 科学的な改善プログラム ③ 効果測定まで行える仕組み

2分間のAI脳波スクリーニン

グで、住民が気づいていな

いリスクを高精度に可視化

運動・栄養・脳トレ等を組

み合わせた科学的アプロー

チで、改善、回復目指す

データで効果を可視化し、

事業の成果を検証・次年度

施策に活かせる

今、自治体に求められる3つの取組

お問合せ先

「2分間のAI脳波スクリーニング」×「専門プログラム」で、

地域のMCI（軽度認知障害）早期発見・改善をトータルに支える

こんなお悩み
ございませんか？

従来の紙の問診は、住民

が『恥ずかしい』『認知

症が怖い』と敬遠してし

まう…

ただの『楽しいレクリエ

ーション教室』で終わっ

てしまい、予算に見合う

改善効果が見えにくい…

国の義務化や方針は理解

しているが、何から手を

つけていいか分からな

い…

MCIを早期に発見し、

適切に指導・介入でき

るだけの専門職員やリ

ソースが、不足してい

る…

C I 予M 防

「認知症になってから支える」から

 
































































へ「MCI段階で予防する」

認知症基本法・診療ガ

イドライン改訂によ

り、自治体には早期発

見・早期介入が求めら

れています。

国の方針が転換

株式会社アクトワン
〒786-0013 高知県高岡郡四万十町琴平町３番８号

TEL：0880-29-6112



エビデンスのあるプログラムの実施へ

高知新聞掲載

※イメージ

『ヘルスケアサービス利用者・事業者も使用可能な認知症に対する非薬物療法指針』より＊ 『包括介入』が認知機能に効果あ
り。運動療法を含め、さらにエビデ
ンスのある『新規課題』、『交流』要
素のあるプログラム開発へ

＊：日本認知症学会、日本老年精神医学会、日本老年医

学会、日本神経治療学会、日本神経学会、日本精神神経

学会の6学会が、認知症の前段階やその近縁の状態の方

に対する非薬物療法の効果を調べた研究の結果を整理

し、現時点でどのように活用されて、効果が増強するの

かなどについてまとめ、2024年12月に発表された指針

Pitaスクリーニング

いきいき脳活教室

パッジ式脳波計

J-MINT研究に基づく
多因子介入

週1回の教室と
毎日のLINE指導

専門サポーターの伴走

日常生活の見直しで認
知機能をサポート

※イメージ
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